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  →東洋紡が今治工場を閉鎖するに伴い、四国タオル工業組合がその跡地を購入。 





c) 輸入タオルの急増  
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 〈産地（内部）要因〉 
a)  産地の危機意識の低さ 
→「今治に伊予柑はあるが、危機感はない」 







  →2001年 2月、日本タオル工業連合会がセーフガードを政府に申請、4回の調査 





  →産地の方向性を決める目的で設置された委員会。桐生や尾州、北陸、新潟など他の織 
   物産地の視察、識者へのヒアリング、有田や別府など織物以外の伝統的地域産業の視 
   察などを実施。 
② 1996年、今治タオルのオリジナル商品として「ふわり」を開発 
  →四国タオル工業組合では、今治タオルのオリジナル商品として「ふわり」を投入。 





   →今治タオルの危機打開策は、「imabari」ブランドでタオルを売ること 
② 2006年、JAPANブランド育成支援事業認可を受けて「今治タオルプロジェクト」 




































































     出典： 四国タオル工業組合 HP「タオルデータ」より作成。 

























































a)  産地の技術 
b)  強いリーダーシップの存在 






























































































JIS-L0844 / A-2号法 変退色 4級以上
汚 染 4級以上
汗
JIS-L0848 変退色 4級以上
汚 染 3-4級以上
摩擦
JIS-L0849（II型） 乾燥 4級以上
湿潤 2-3級以上
（濃色及び顔料プリントは0.5級下
げる）
物性
引張強さ
JIS-L1096 縦 147N以上
A法/（ラベルﾄﾞストリップ法） 横 196N以上
破裂強さ
JIS-L1096 392.3kPa以上
（A法）/ミューレン形法
寸法変化率
JIS-L1096 ±7％以内
（G法）/電気洗濯機法
有機物質 遊離ホルムアルデヒド
厚生省令第34号 吸光度差0.03以下
アセチルアセトン法
備考
1 吸水性試験：綿素材以外は素材により考慮する。
2 脱毛率試験：綿素材以外は素材により考慮する。特殊加工製品は判定基準を0.1％上げる。
3 パイル引抜抵抗力試験：ハンカチ類、裏ガーゼ製品及びタオルマフラーはＪＩＳ-L1075 Ｂ法（パイル保持性試験）
による試験で、判定基準 500mＮ以上とする。
4 ガーゼ織り並びに伸縮性素材（強撚糸、スパンテックスなど）によるタオル織物に関する寸法変化率に関しては基
準値を除外する。ただし、デメリット表示を必ず付けること。
5 遊離ホルムアルデヒドの吸光度差0.03以下をPPM換算した場合、9.6PPM以下に相当する。
  
活動的、情熱的、先進的、生き生きとした力強さ、
動き、インパクトなどをイメージさせる色。今治タオル
の存在自体が、社会の注目を集め、日本を象徴する商品
のひとつであるという位置づけです。
品質に対する安全と安心、信頼、歴史と伝統、鮮明性、
落ち着きなどをイメージさせる好感度の高い色。今治タ
オルの持つ歴史と伝統を背景とした高品質をシンボライ
ズしています。
やさしさ、清らかさ、清潔感、無垢、癒し、真心、柔
かで慈しみにあふれた愛情をイメージさせるピュアな色。
今治タオルの無限の可能性を示唆する広がりを表現して
います。
資料： 四国タオル工業組合提供 
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